
自発的に安全衛生対策に取り組む
事業場の事例集

『第1４次労働災害防止推進計画(鳴門署版)の
達成を目指して』

鳴門労働基準監督署

事業者に取り組んでいただきたいこと
安全衛生の取組を見える化する仕組みを活用し、主体的に安全
衛生対策に取り組む。

事業者が安全衛生水準の向上と社会的に評価される環境の整備を
図っていくためには、厳しい経営環境等さまざまな事情があった
としても、安全衛生対策に取り組むことが事業経営や人材確保・
育成の観点からもプラスになります。

当署管内の事業場において、自発的に安全衛生対策に取り組む
事業場の事例集を作成しましたので、各事業場での安全衛生対
策の参考としてください。

SDGs（持続可能な開発目標）
目標3 あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を
推進する 。
3.9：2030年までに、有害化学物質、ならびに大気、水質及び土壌の

汚染による死亡及び疾病の件数を大幅に減少させる。
目標8 すべての人のための持続的、包摂的かつ持続可能な経済成長、
生産的な完全雇用およびディーセント・ワーク（働きがいのある人間ら
しい仕事）を推進する。
8.8：移住労働者、特に女性の移住労働者や不安定な雇用状態にある労

働者など、すべての労働者の権利を保護し、安全・安心な労働環境を促
進する。



事例１．日亜化学工業株式会社 鳴門工場

つまずいて、転倒することを防止する
ため、表示により注意喚起している

ドアを開けた際のぶつかり防止のため表示す
るなど注意喚起している



ぶつかり防止のため表示するなど注意喚起している

は、カーブミラー



階段昇降時の転落防止のため表示するなど注意喚起している

タラップのステップに滑りにくい素材を巻
き付けることで転落防止を図っている

スライドするドアに挟まれないよう表示し
注意喚起している



事例２．シコク興産株式会社











安全の取り組みについて

■トラック停車場の改善

改善前はトラックの停車場が２台分しか無く、２台埋まっている場合は通路にトラックを停車

させていました。そのため、トラックにより死角ができ、道路を横断する際に車と接触の

危険があるので、新たにトラック停車場を新設しました。

事例３．株式会社ジェイテクトシーリングテクノ




